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 フォスファターゼについて は, 腸内細菌ならびに脊椎動物について の研 究が多いが, 無脊椎動物につ
 いての研究例は少くない。 著者等( Umemori, 1967iI8hida et 8L, 1969) は二枚貝の中腸腺( 肝
 す い臓) が酸性側 とアルカリ性側の 2ヵ所でアデニル酸(5 ㌧ AMP) を脱 リ ン酸 することを知ったが,
 これより先, 相川等と著者(Aikawa, 1959, 1966 ;Aikmva, Umemori and Ishida, 1969) はハマ
 グリ とカキ の中腸腺そ の他でアデノ シ ン脱 アミノ 酵素 を 報告 してい る。
 著者 は, 二枚貝では51一んMPがまず脱リン酸をうけてアデノシンとなり, 次にアミノ基をうしなって
 イノシンとなる分解径路 を推定し, この見地か ら, ハマグリの中腸腺ホモジェネートが種々の基質を脱
 リ ン酸する作用 を研究した(第2章)。 更にま 鵡 中腸腺か らアルカリ性フォ スファタ一世 を抽 出精製
 してその特性をしらべ, 従来の諸研究との関連において, 二枚貝におけるアデニル酸類の分解径路を考
 察しπ。
 第2章 ホモジェネートによる研究1ハマグリのリボヌクレオチ ド・フ 怒フォヒ ドロラーゼ
 1. 材料及び実験方法
 ハマグリ中腸腺の組織を9容の水でホモジェネートとし, 基質(5L AMP, 3『一AMP, 51一工MP,
 GMP, β一グリセロ・リン酸1すべて5×10-3M) と共に 20分間, 30℃ に保 ち, 基質か ら出たりンを
 Fiske and Subb&r ㎝・ 法( 1925 )で発色させて比色定量し, 酵素活性を算出した。
 2.結 果
  ヌク レオチ ド類を基質とするとき, 常に酸性側とアルカリ性側にそれぞれ至 適pHを示す酵素作用が
 みられ, グリセロ・リン酸を基質とするとき はアルカリ性側でだけ脱リ ン酸がみられた。
  アルカリ性側のpH一 活性 曲線の形はすべてのヌク レオチ ドに共通で至 適pHの値も一致 するが,
 至適pBでの比活性の値はちが う。 5 ㌧ AMP, 5L IMPではアルカリ性側での比活性が高く, 3 L
 AMP では酸性, アルカリ性とも同程 度, GMPで は酸性側での比活性が 高い。 至適pHは酸性側でpH
 4.0～4.2シ ァルカ 11 性側でpH 8、5～ 9,7であった。
  との結果か ら, '・マグリ中腸腺に2種 の酵素(リホ ヌクレオチ ド・フォ スフォヒ ドロラーゼ)があ
 ることを述べ た。
 篤3章 精製したアルカリ性フ ォスファターゼについての研究
 L 酵素活性
 基質から1分間に 30,975 μ9 の無機 リン(Pi )を遊離させる酵素量( 30℃, pH88 )を1 単位とした。
 定量法は第2章と同じである。 タンパク質はL ㎝ry et al. ( 1951) の万法ではか り, 坤活性(タン
 パク質1μ9当りの単位数)を求めた。 基質 は主として5 ㌧ AMPであったが, そのほ か3 ㌧ AMP・
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 2!一AMP, 5LADP, ATP, 5㌧ UMP, 5L IMP, 5㌧GMP, 51 -CMP, β一グリセロ・リノ酸,
 パラ・ニ トロフェニル・リン酸, L一α一レシチ ン, クレアチン・リ ン酸ナトリウムについてもしら
 べ た。
 2.精 製
 ハマグリの中腸腺ホモジェネートに出発し, 3M NaCl による抽出, 遠心分離, 熱処理, 透析など
 を行なつ て, 比活性 17.7倍以上の酵素 標品を得た。
 3.結 果
  この酵素 を7℃ で10日間保存したが, 活性は最初の値の 92、6%に保たれていた。 高温で は短時間に
 失活し, 30℃では45分間で活性 は75%, 2時間で63%に落ちる。 種々のpHにおいて7℃, 3日間の
 保存を試みたとこ ろ, アルカリ側(pH8 ～9) で安定であったが, pH3～5では活性の大半を失っ
 た。 反応速度一診H曲線により至適pH 8、8を 恩 実験温度を変えてArrheniusの式によって活性エ
 ネルギー 8,220 耐 を得た。 反応液に 8.65×10 -2 単位の酵素があるとき(pH88, 30℃ ), k=3.22 ×
 10-4min一1を 定数とする一次反応がみ られた。 Mich ae]is-MP貼en 定数( ㎞) をL ineweaver and
 Burk の方法で求め, 下記の各基質にっきカッコ内に示す値を得た。 5L AMP(2.5 × 10-3M),
 3㌧ AMP( τ2 × 10-3M ), p一二 トロフェニル・リン酸( 7.5× 10『3 M), β一グリセロ・ IJ ン酸
 〔3β × 10 ¶3M )。 計14種の基質での結果で は, 基質特異性は低い。
 金属イ オ ンでは (lu 斗+ と (〕o→+ が著るしく阻害的である一方, EDTA も活性 を半分以下 に減退させ
 る。 ところがEDTA で阻害された 酵素 をCo+←が再活性化する。 リ ン酸は2× 10 -3M 以上の濃度で
 は阻害す る。
  この酵素と5LAMP の反応液では 265 mμ での吸光度に変化がないが, これに市販のアデノ シン
 脱アミノ 酵素 を加えておく とその減 少がみられ る。 これによ り, 5 ㌧ AMPが脱 リン酸されてアデノ シ
 ンを生じた ことが証明さ れ た。
  抽出のとき dく酸化アルミニウムCr を用いて比活性 150 倍まで精製し得た例もあるが・ 結果が一定
 しないので採用しなかった。 また 0.2M NaCi に対する透析も有効であるが・ この場合も恒常性を
 欠くので採用できない。 硫安・ ユタノール・ 酸などは活性を失わせる。
 第4章考 察
 フォスファターゼは分布がひろく, よく研究されているが, 一般的であるがために, かえってその定
 義に明確さを欠くうらみもある。
 著者 は二枚貝の中腸腺ホモジェネートによってヌク レオチ ド類と若干 のり ン酸化合物が分解されるこ
 とか ら, この器官 に2種のヌクレオチダーゼ(dbonucl eotide pho叩hohydrol ases) があることを報告
 (第2章, Umem・ri, 1967) したが, つづいて上記の材料か ら, アルカリ性側に至適pHをもつ 酵素を
 抽出して, その特性をし らべた(第3章 )。
 抽出された 酵素 は至適pB 8、8を示 し, 多くのヌクレオチ ド類をよく分解するほか, グリセロ・リン
 酸, p一二トロフ。ニル・リ ン酸など, 通常フォスフ丁夕一ゼの基質として用いられる物質にも作用す
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 る。 しかしクレ アチ ン・リ ノ酸とレ シチ ンに は作用しない。 これ らの点 で蛇毒の非特異的アルカリ性フ
 ォ スフ了 ターゼ(Sulk6vski et a]., 1963)に似ている。
 この酵素 の㎞値をみろ と, これが二枚貝の5一 AMP分解に関 して重要な役割をもつことは, ほぼ明5
 かである が, ヌク レオチ ド以外の基質に対する比活性ならびに親和性を考慮するとき, これをヌクレォ
 チダーゼと呼ぶことが適当とはいえない。 腸内菌のアルカリ性フォスフ了ターゼ(Hepβej et al.,
 1962)の諸基質に対すろ㎞ は同程度の値である。 他の多くの著者の研究を検討する と, スクレォチダー
 ゼとフォ スファターゼの境界は不分明である。 なお, 著者が第2章で報告した2種 0)酵素のうち, 酸性
 側( pH4,0 ～4.2) に至 適pHを示すもの は, 第3章 に述べだ精製の過程の初期に失活した。
 カキの中腸腺ホモジェネートは pH3と pH 10 で5㌧ AMP を分解する(Ishida et al., 1969 )。
 Wo㎎( 1966 )は ブタ の毛様体でアデニル酸が脱 11 ン酸されてアデノ シンとなつ て後に脱アミ ノされてイ
 ノシンを生ずると報告 したが・ 二枚貝でも同じ径路が考えられ る。 石田およ び著者等( Is短da et aL・
 1969 )はカキ中腸腺 ホモジェネートと5L AMP の反 応中に適宜にpHを変えろと NB §の生成量が増すこ
 とを報告 し, これは5し AMPが 最初 に脱リ ン酸, 次に脱アミノされることを再現するものとし アこ が, こ
 れは脱 アミノ 酵素の至適pHが1ヵ所 で, 脱リン酸酵素の至適pHと離れているために可能な実験結果
 であ る。 ハマグ 11 中腸腺ホモジェネートは pH3～8 の範囲でアデノシンを分解 し, 5L AMPを基質とす
 るときもNH3 を生成する(Aik脚a, 1959 )のに対 し, これから抽出した脱アミノ 酵素 は5 LAMP に作用
 しない(Aik邸膿, 1966 )。 故にハマグリでもカキと同様 の径路を考えるべきであるが, ホモジェネート
 では脱アミノ作用のpH範囲が巾広 ぐ, カキ と同じ万法ではこの径路を証明できない。 しかし精製した
 フォ スフ了 夕一ゼに市販アデノシン・デアミナーゼを加 えると5 ㌧ AMP 一 アデノ シ ン→イノシンの掻
 路がみられる。
 多くの研 究結 果(Heppe1・ 1955 1Morton・ 1955 ;Seg&l and Brennerコ 1960 1Tとmiguchi 剛i Tsu-
 gi 協 1966) と同様, この酵素もリ ン酸によって阻害されるが, 蛇毒の酵素〔Su1kowski, i963)とち
    →十十十 十十
 がってCa とMg で活性化されない。 Co は単独では阻害的だが, EDTAによる阻害に対して酵
                    十十
 素を防護するという興味ある結果を示し, Cu はきわめて阻害的 で, EDTAと共在して も防護作用を
 示さ ない。 いずれにせ よ, 2価 の金属イ オ ンがこの 酵素 の活性部位 に何 らかの関係を もつ ものと考えら
 れる。 なお, このアルカリ性フォ スファ ターゼの活性化にとって高濃度(3M) のNaCiが必要と考え






 この論文のうち, 第2章に述べπ部分は既にRibonucleotid亀 phosphohydrolases in the cl&m,
 Meretrix meretrlx lusoria( Cmel in)の表題 でCom parative Biochemistry and Physiol ogy,
 Vohlme 20、 Pages 635 ～639, 1967 に発表しrこ。
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 二枚貝におけるアデニ ール酸の代謝 は現在, 未だに明らかにされていない。 梅森がこの代謝過程の研
 究の一環とし て, 種々の代謝を総合的に行なう器官 である中腸腺(ハマグリ)について, その重要な一
 段階をなすアデニ ール酸リ ン加 水分解 酵素を悉しく 調べた のが本論文であ る。
 まづハマグリ中腸腺のホモジネートについて, リ ン加 水分解酵素 の活性を4種のヌク レキチ ドを基質
 として調べた結 果, 酸性側(pH 4.0～ 4. 2)とアルカ リ側(pH 8、5～ 9. 7)に至適p Hを 有す る2 種の酵
 素の存在すること を見出しだ。 次いでこのホモ ジネ ートからアルカ リ側 に至 適pHを 有するリン加 づ(分解
 酵素 の抽出精製を試みだ。 しかし在来の方法はそのま、で は適用できず種々の試みの末, 比活性 17.7
 倍以上の標品を得ることができ, その酵素の性質をめんみつに調べπ。 この酵素は高温( 30℃)及び酸性
 (pH3 -5) で は失活し, 至適pHは 8.8 であっ た。 低温( 7℃ 以下) アルカリ側( pH8 ～9) では安定
 である。 活性化エネルギーは8,220癬, Mich&e]is-menten 定数は51- AMPに対しては 2.5× 10『3 M,
 3LAMP で 7.2× 10 一3 M, Pニトロフェ二一ル, リン酸で 7.5× 10 -3 M, β一グリセロリン酸で
 8.8× 10 -3 Mであ つた。 その他14種類の基質 についての活性を調べだが基質特異性 は低 い。
             十十 一梓
 まπ金属2価イオンではCu, Co は著しく, EDTAもかなり阻害的に働く。 ところがEDTAで
         斗十 十十
 阻害されだ酵素はCo で再び活性化されるが・ Cu にはこの作用はない。
 さらにこの 酵素 は 5し AMPよ り脱リン酸をするが, 脱アミノ能 はない。 しかしアデノシン脱アミノ酵
 素が存在するときにはイノ シンの生ずる 乙とも確めた。
 この酵素の性質は腸内細菌, カキ中腸腺, 蛇毒に含まれ. るアルカ リフォ スフ7タ ーゼと多く の類似点
 を有する。 ま だ著者が行なったカキ中腸腺のヌク レオチターゼ の実験結 果及びカキ の脱 アミノ 酵素 の研
 究結 果を考慮する と, ハマグリにおいては 5㌧ AMPはまづ脱リン酸さ れコ 次いで脱 アミノ を受けイノシ
 ンとなる径路 を過つ て分解されると考えられ。 る。
 梅森の以上の研究は興味深 い問題を提起し未解決のま、残してはいるが, ハマグリ中腸腺 に含まれる
 アルカ リ側 に活性 のあろヌク レオチダーゼの諸性質をめんみつに調べたものである。 この結果は二枚貝
 におけるヌクレオチ ド代謝径路の解明に寄与するものと考える。 よって梅森洋子提出の論文は理学博士
 の学位論文として合格 と認め る。
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